
GENKI na MACHIKADO

　

　南アメリカにあるボリビアで青年海外協力隊と
して、日本の陶芸手法を指導されている山本康未
さん。
　大学で国際文化を学んだ後、市内で陶器の仕事
に携わってこられた山本さんは、ご自身が学んだ
ことや経験を生かし、日本の陶器やそれらにまつ
わる文化の伝承にと、現在ボリビアの国立芸術学
院で講師として活躍中です。
　ボリビアは、南アメリカの中部に位置する人口
約1千万人の国で、アンデス山脈やアマゾンの熱
帯雨林があり、天然資源が豊富な国として知られ
ています。
　この国では、家庭用食器としての陶器は高価で
一般的ではありません。そこで、日本の高度な陶
芸技術やデザインを導入し、家庭用食器の普及を
図るため、今年6月から2年間、技術協力されるこ
とになりました。
　学生時代に知人の紹介で陶芸サークルに入った
ことがキッカケとなり、その後陶芸教室でのアル
バイトで、陶芸という素晴らしい文化を人に伝え
る喜びを知ったことが今回の動機になったという
山本さんですが、実は今回が初めての海外滞在だ
そうです。生活に関しての不安に加え、伝えたいこ
とが現地の人にうまく伝わるかなど、いろいろ不
安もあるそうですが、それよりも、現地の人とのふ
れあいや、自分が伝えたものが現地で商品化され
たら、という期待の方が大きいとのこと。
　「日本の陶器は高い技術があると思います。そ
れを自分なりにうまく伝えられたらと思います。
そして、日本にはないボリビアの感覚を自分の中
に取り入れたいです。」との決意を持ってボリビ
アに向かわれました。
　はるか遠い南米の地で、日本が誇る産業、文化
を伝える山本さん。現地で、そして貴重な体験を
経たその後の人生での活躍に期待です。
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滋
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。
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、
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習
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図
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催
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迎
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と
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催
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。
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検
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。
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た
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が
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。
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に
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れ
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ー
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ョ
ッ
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が
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作

る
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と
も
に
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の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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〜交通安全子ども自転車全国大会に
　大原小が出場〜

〜人権教育研究大会〜
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地域の歴史、特色を学習

山
地
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史
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な
で
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」が
8
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4
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山
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の
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い
う
ん
じ
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寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
で
し
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も
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に
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1
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わ
れ
て
い
ま
す
。3
回
目

と
な
る
今
回
は
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と
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。

　

土
山
茶
の
研
修
で
は
、お
茶

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、実

際
に
茶
室
で
お
茶
を
い
た
だ

く
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が
設
け
ら
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作
法
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学
習
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山
の
茶
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に
触
れ

る
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会
と
な
り
ま
し
た
。

土
〜あいの土山に学ぶなでしこ塾〜

▲熱心に講義を聴く皆さん
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▲�実技テストに挑む大原小選手

▲ユニークな蚊遣り器が並ぶ会場

▲�熱戦が繰り広げられた大会

▲�昨年度市長杯優勝の大阪体育大学に
　記念品を贈る中嶋市長
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